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〇旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業に係る住民説明会（６区） 

 

１ 日 時   令和７年７月１６日(水)１９時００分～２０時３２分 

２ 場 所   ６区会館 

３ 出席者   住民１２名 

長沼町 塩浜副町長 

長沼町産業振興課 柏課長、高関理事、酒井補佐、 

小野係長、伊藤主査、鎌田主事 

JFE エンジニアリング株式会社 西村、津久浦 

        JFE エンジニアリング株式会社北海道支店 山口、黒田 

４ 要 旨 

①審査結果について 

 ・「プレスリリース（契約候補者を決定）」のとおり柏課長より説明 

②事業内容について 

 ・「事業提案書」のとおり津久浦氏より説明 

③質疑応答 

【町民】 

今回の事業実施予定地付近で田んぼを持っている。ゴルフ場の管理棟とチップ工場とな

る場所の間に川があり、そこを農業用水として使用している。ここについて何か改良するな

ど、手を加えることはないという認識でいいか。排水の水質についても影響はないのか。 

【JFEE】 

おっしゃるとおり、そこに土を戻すなどの対応はしない。排水の水質にも十分注意してい

きたい。 

【JFEE】 

ゴルフ場造成当時は、林地開発行為として整備された場所だと認識している。その中で、

流量調査した結果に基づき、排水の計画が示されているので、そこについては一切変更を行

わない。何か大きな建物を建てて、屋根からの雨水が流れるということもないですし、１７

番ホール付近の排水池に水が流れるように対応する予定である。 

 

【町民】 

トラック等の出入口については北８号道路から入っていくということか。 

【JFEE】 

おっしゃるとおり、北８号からゴルフ場に向かった突き当りの箇所を入口とし、トラック

等が通る予定である。 

 

【町民】 

先ほどの質問に関連して、私もここを農業用水として使用している農家であり、廃液等も
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流れないということでいいか。今後は水質管理も定期的に実施していただきたい。騒音につ

いては、機械自体の音はどれくらいで、どの距離まで聞こえるのか。気になる音が常時出て

いるのは困る。今回の事業はどこの発電所にチップを持っていくのか。 

【JFEE】 

廃液については、科学薬品等は使わないので、影響があるものは流れない。水質検査につ

いても定期的に行うべきと考えているので、適切に対応していきたいと思う。騒音について

は、重機（チッパー）のすぐ横で鳴る音の大きさが８０デシベル程度であり、敷地境界から

１００メートル離れて稼働する予定なので、６０デシベル程度まで下がると見込んでいる。

ただ、６０デシベル程度であればいいというわけではなく、いろいろな対策が必要と考えて

いる。必要であれば境界との距離をもっと離すだとか、原木を境界側に積み上げて、山側に

音を返すなどの対策を予定している。 

【JFEE】 

法令で定められている騒音基準値が７０デシベルであり、それは下回る設計である。他プ

ラントでも騒音については様々な対策をしているので、その対策を活かしつつ本事業に取

り組みたいと考えている。地域の皆様のご意見を伺いながら進めていきたい。 

【町民】 

原木を積み上げる以外の対策は考えているのか。例えば防音壁を建てるだとか。 

【JFEE】 

現在は防音壁を建てる計画はしていない。まず基準となるものは、騒音基準値を超えない

ようにすることであり、音の変化についても逐一測定を行い、データを取り、適宜対応して

いきたいと考えている。チッパーについては移動可能であるため、そこも含めて総合的に対

策をとっていきたい。防音壁を建てるとなると景観上良くないとも考えている。また、どこ

の発電所にチップを持ち込むのかということについては、そもそも私たちが発電所を建て

るのか、どこの発電所にチップを持っていくのか、時間をかけて検討が必要であると考えて

いる。燃料の安定的な供給が見込めないと、赤字になってしまい潰れてしまう事例も多いた

め、安定性を十分に考慮したうえで、方針を決めたい。そのため、今現在はチップをどこに

持っていくということは決まっていない。電力自由化となり、最終的には地域の方に還元す

るという地産地消ということで進めていきたいと考えている。そのためには事業を安定化

させ、そこから燃料化を進めるためにじっくり考えていきたい。 

【町民】 

早ければ３年で伐採することとなっているが、３年後には販売先を決めないといけない

と思うが。 

【JFEE】 

おっしゃるとおり、この３年間で事業を安定化させなければならない。発電所建設前提で

事業を進めると失敗している事業者が多いため、まずはチップ生産までを安定的に進めて

いくことを目的として、その中で発電事業についても計画していきたい。 

【町民】 
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敷地内に発電所を作る計画はあるのか 

【JFEE】 

可能性としてはある。地域の方に還元するという点では近場として考えている。ただ、北

電の送電線に乗せてお届けするとなると、送電が難しい地域があったりするので、立地条件

を含めて今後協議していきたい。 

【町民】 

もしそうなった場合は、チップを燃やすことの環境への配慮や、排水等への影響などにつ

いて、地域の理解を得られるように進めてほしい。 

【JFEE】 

電力事業を行う場合、国の許認可が必要となる。その審査はかなり厳しい審査となってい

るため、ご心配いただいた点も含めて審査されるため、理解を得られるように計画が進んで

いくと思われる。 

【町民】 

今の質問に追加で聞きたい。３年後に発電所がないといけないと思うが、本当にどうにか

できるのか。できない場合は一体どうなるのか。 

【JFEE】 

電気を地域に届けるために、自分たちの発電所を建てることが目的ではあるので、候補地

として最適なところを探していきたい。発電所が建たなかった場合は、他の方法を取る可能

性もある。物価高によって建設費が上がっており、建設費の元を取ろうとして、高い電気代

を請求しても意味がないので、時間をかけて対応していきたい。 

 

【町民】 

役場にお聞きしたい。道道１００９号線は、道道４５号線の交点までが道道であり、それ

以降ゴルフ場側に続く道路は町道となる。その町道部分を通る大型車が多く、道路が劣化し

た際に、町の道路管理部署に補修をお願いしたことがあり、早急に対応いただいた経緯があ

る。今後、大型車両が多くなれば道路の劣化が激しくなるのではないか。そうなった場合の

道路の補修についてどのようにお考えか。 

【副町長】 

道央圏連絡道路が未開通であるため、そこを通る大型車両が多い。町道ということもあり、

道道と比べると大型車が通ることによって劣化が激しくなると思われる。大型車が増える

ということであれば、事業者と協議の上どのように対応していくのか考えていきたい。 

【町民】 

地域住民にとっては欠かせない道路であるため、想定される劣化についてはしっかり補

修いただけるということで良いか。 

【副町長】 

現在も町道管理をしっかり行っているつもりではあるが、行き届いていない部分もある

かと思われるので、引き続き対応していきたいと思う。 
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【町民】 

バイオマス発電事業をここで行うことをいつから考え始めたのか、この事業はどれくら

いの期間考えてこられたのか、プロジェクトチームの中に森や土壌への影響を考察できる

森に詳しい人はいるのか。なぜ長沼町を選んだのか。 

【JFEE】 

当社として再生可能エネルギーについて取り組み始めたのが２０１３年頃、発電所の開

業は２０１６年であった。三重県津市で実施しているが、津市とは地域の未利用材の活用と

いうことで連携協定を結んだ。北海道では、北海道森林づくり事業として、一昨年に由仁町

を北海道庁からご紹介いただいた。そこから森林整備に係る連携協定を由仁町と結び、手の

行き届かない町有林を南空知森林組合と協力しながら伐採を始めた。こうして伐採を行っ

た町有林の今後の方針を町と協力して考えていこうというで協定を新たに結び、ＮＥＤＯ

の実証事業によるエネルギーの森づくり事業を提案し、採択いただいた。そこから植林を行

っている。こういった事業を通じて、森林について学んできた学生の採用や、周囲の森林に

詳しい専門官からのご意見をいただきながら森林づくりを進めている。こうした由仁町で

の事業との関連で、隣町である長沼町に行き着き、プロポーザルを拝見し、当社の目的と合

致すると思い、応募させていただいた。ゴルフ場となる前は森林であったため、ここで植林

等を行い、時間をかけて山に戻していきたいと考えている。一方でエネルギー資源として燃

料化事業を行いたいと考え、この提案に至った。 

 

【町民】 

長沼町に聞きたい。今回の事業が決まってから、バイオマス事業について環境にどのよう

な影響があるのか、そこを検討した期間を教えていただきたい。その検討した内容がどんな

メンバーで検討したのかお伺いしたい。 

【役場】 

契約候補者として決まった経緯としては、ゴルフ場の跡地活用事業という内容で、今後ど

のように活用していくのかを２年ほど前から話をしていた。その期間中に１０回程度、地域

からのご意見をお聞きし、もともと山であった場所ということもあり、山に戻した方がいい

のではないかということと、自然災害を考慮すると、大型開発ではなく森林に戻していくの

が良いのではないかという声が多く上がった。町としても『自然と共生できる町』というテ

ーマに沿って、今回の公募を行った。この公募内容に沿った専門知識がある審査員を迎え入

れ、審査会を行った結果、ＪＦＥエンジニアリング株式会社の事業が趣旨と合致して選ばれ

た。町としても、ゴルフ場が森林に戻るという事業であるため、活用方法として内容が合致

していると判断させていただいた。 

【町民】 

長沼町は林業が盛んではないと思われるが、森の管理に詳しいかというと不安がある。本

事業において、植林したことによる環境変化など、町としてもっと考えた方がいいのではな
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いかと思う。契約が８月予定とあるが、もう少し時間をかけた方が良いと思う。 

【役場】 

８月に契約というのは決まった期間ではないので、町として森林づくりについてどうい

った方向で進めていくのか、何か町として課題となることがあった場合は、事業者と協議の

上進めていきたいと考えている。 

【JFEE】 

弊社としても検討していく内容があれば、しっかり協議して進めたいと考えている。契約

期間が約３０年という長い期間となっているため、じっくり考えていきたい。大前提として、

国・道・市町村の森林整備計画があるので、その内容に沿って森林整備にお役立てできるよ

うな取り組みを行っていきたい。行政方針に従い整備していきたいと考えており、乱暴な開

発を行うなどはもちろんなく、協議しながら進めていきたいと考えている。 

 

【町民】 

この事業が開始された際に、地域の課題となる事象が起きた場合、どこが窓口となってど

ういった対応を取っていくのか、窓口はどこなのか。 

【役場】 

本事業地は賃貸契約ということで、管理者は町となるため、窓口も町となる。部署でいう

と、本事業に係わっているのは産業振興課であり、町有地の管理については総務財政課とな

っているが、相談いただければ、両課協議しながら対応させていただく。 

【JFEE】 

私たちからもご相談させていただきたいが、資料の中にあるショートコースクラブハウ

スについて、付近に駐車場・練習場を兼ね備えたエリアがあり、ここについては地域の皆様

と活用方法について検討していきたいと考えている。賑わいや活気が見出せるエリアだと

思うので、地域の皆様にとってどのような活用が望ましいものなのか、お話をぜひお聞きし

たい。できるものとできないものはあるが、ご意見をいただければと思う。 

 

【町民】 

資料１４ページに『外部との境界を明確にし、かつ威圧感の無い自然な仕切りを構築。』

とあるが、何か構築物を建てるのか。 

【JFEE】 

構築物を新たに建てるわけではなく、境界をはみ出すことが無いように、明確にして進め

たいということと、既存林を使い、自然な形で仕切りをつけたいという意味である。 

【町民】 

東４線道路にはみ出る木があるため、何とかしてほしいと考えている。葉が田んぼに落ち

ることがあり、拾うのが大変。自然な形で仕切りをつけたいとのことだが、そういったこと

があるということも確認しながら進めてほしい。そういった木は伐採しても良いと考えて

いる。 
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【JFEE】 

道路にはみ出ている木があれば、随時確認を行い、確認しながら対応していきたい。残す

ことで支障となる木があれば伐採も検討したい。 

【町民】 

風による倒木もあるので、随時確認いただきたい。別件で、私たちは北８号沿いで農作業

を行っており、農作業用のトラックなどでそこを通るため、お互い邪魔になることもあろう

かと思う。お互い譲り合い等をするということでお願いしたい。スピードを出す車もあるの

で、ゆっくり走っていただきたい。 

【JFEE】 

そういった交通状況についても、今後調査をしながら進めたいと考えている。 

 

（副町長の挨拶で終了） 


